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花
苗
植
え
と
親
子
三
世
代
交
流

姦
智
環
境
部
会
長

三
浦
　
秀
夫

毎
年
6
月
に
実
施
し
て
い
る
「
自
然

環
境
に
親
し
む
会
」
　
（
花
苗
植
え
）

が
、
今
年
で
3
0
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
部
会
で
準
備
し
た
花
苗
を
、

児
童
・
父
母
・
先
生
・
部
会
メ
ン
バ
ー

な
ど
の
親
子
三
世
代
が
力
を
合
わ
せ
て

小
学
校
の
花
壇
に
植
え
る
行
事
で
す
。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、

大
人
の
指
導
で
児
童
が
花
苗
を
一
本
一

本
、
心
を
込
め
て
植
え
て
い
き
ま
す
。

毎
年
、
赤
・
黄
・
橙
な
ど
色
と
り
ど

り
の
美
し
い
花
が
並
ぶ
花
壇
を
見
て
、

心
が
和
む
と
同
時
に
「
児
童
に
は
、
自

然
を
愛
し
身
近
に
感
じ
取
る
心
が
育
っ

て
欲
し
い
」
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
部

会
メ
ン
バ
ー
は
孫
の
世
代
に
当
た
る
児

童
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
た

く
さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
す
。
こ
う

し
た
交
流
を
通
じ
、
少
し
で
も
参
加

者
、
更
に
は
地
区
住
民
相
互
の
環
境
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
当
部
会
で
は
こ
の
他
に
、
年
2
回
公

道
等
の
清
掃
活
動
、
市
と
連
携
し
た
地

域
の
不
法
投
棄
監
視
、
自
治
会
へ
の
花

苗
配
布
と
清
掃
用
ご
み
袋
の
仕
分
け
、

コ
ミ
セ
ン
ま
つ
り
で
の
花
苗
販
売
・
バ

ザ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
の
見
学
等
を

通
じ
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
地
区
の

環
境
整
備
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
よ
り
住
み
良
い
環
境
の
実

現
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



平成30年7月25日　　　　　　　　　　　一中地区ふれあい　　　　　　　　　　　第95号　（2）

平成30年度 �一中地区地域のふれあいを広める会 

総 �会　報　告 

・＿∴∵∴∴竿‘t∴．∴…
歳入　￥6，673，028

会費2．055．000

事務費835．000

事業費1，880．000

歳出　￥6，673，028

予備費388，028

≡二γ・・－≡ヨ／rl3・535・000
会議費35．000

Ⅵ錆妊至　……票差箋竺0 �実践計委員会　重奏藍．●亭●● �■疎撫≡…　芸語義諾崇呈 
事　業 �事　業 �事　業 
10／23・24　理事研修会 �5／19　　　　交流会 �広報紙「ふれあい」年3回発行　随時取材・編集 
11／10・11　コミュニティまつり �10／7　　　　第24回一中地区秋季大運動会 �5／31デジカメ撮影研修会 

随　時　　　まちづくり市民会議・委員会など �11／10・11　コミュニティまつり �9月　コミュニティまつりチラシ作成 

亘捕；…　　芸芸≡蒜冨崇0 �∃脈【至　芸墨書諾崇0 �清田踪【…　　志芸≡美芳諾呈 

事　業 �事　業 �事　業 
4／15　　　　第42回ソフトボール大会 �7／7　　　　親子クリーン作戦「市教育の日」 �6／10　　　パパも参加の子育てサロン 
6／3　　　　第15回三世代交流レクリエーション大会 �7／28　　　　三世代ふれあいチャレンジ教室 �7／8・2／16　地域福祉講習 
7／21・22　　部会理事研修会 �9月　　　　親子でわくわく休演事業 �9／11　　　部会視察研修 
9／2　　　　　ノルディックウォーキング �11／10・11　コミュニティまつり �10月　　　「はまぎくの里」まつり 

10／7　　　　第24回－中地区秋季大運動会 �1／12　　　　もちつきとまゆ玉かざリ �11／10・11　コミュニティまつり 

11／10・11　コミュニティまつり �2／2　　　　　親子ふれあいスキー �月2回　　　特養老人ホーム「はまぎくの里」訪問 
2／17　第8回ヘルスバレーボール大会 3月　　第20回ゴルフ大会 �巷加事業 �＊子育てサロン 

7／12　　　　少年の主張大会 �おあしす＠金上　策3水曜日 

年3匡l　　－中生健全育成の会 �おあしす＠中根第1水曜日 おあしす＠長堀第4火曜日 

環境部会　≡療二」＝＝」二●●● 事業 5／28　地区内巡視活動 

諸ヨ妬眺【…　芸芸書芸笥ぎ �痛惜【…　　芸芸…羞晋諾0 
6／4　　　　自然に親しむ会（親子三世代交流） �事　業 �事　業 
6月・11月　地域美化運動 �6／21　　　部会視察研修 �6／8　　　　移動研修会 
6月・12月　地区内清掃 �7月・11月　交通事故防止啓蒙活動 �11／10・11　コミュニティまつり 
7月　　　　　視察研修 �9月・2月　　安全教室 �12／15　　　芸能音楽祭 
11／10・11コミュニティまつり 12月　　行政施設見学会 �11／10・11　コミュニティまつり �未定　　　　心のいやしコンサート 

※各委員会・部会の事業費は、本会からの助成費です。

※自治会ごとの事業内容は、各自治会からの案内をご覧ください。なお、各自治会長は以下のとおりです。

尾曲六郎（勝田新前南）菊池　均（三反田）坂井久彦（大成呵）重田政之（西中根）山田　俊（中根）池田　聴（大平）渡遽重行（勝倉）
伊野　昂（東中根団地）土田良春（富士山）佐藤定男（薬師台）桑原武夫（長　松）大内賢一（金上）原　健三（笹野）

中地区コミュニティセンター管理運営に関する経費内訳 

l歳入￥21，451・161l平成笥浣法話蒜窟漂矧こ】歳出￥21・451・161l 

使用料1・70慧竺0「『拙97二‰董　　　酬 」＿．感．撼塵　室　L　共済責89・000 

…役務責34芸ニ。。云誓警郡で＝忘6．。。。胎2－982・000 

※評しくはホームページで　検索は「一中地区　ノミ、れあいを広める会」です。 
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・私のたのし訪い

大好き！『帽子作り』
仲田　圭子さん（81）

勝田新前南にお住いの仲田圭子さんの工房で、お話

を伺いました。仲田さんは、こじんまりした帽子の工

房を開いていて、手作りのおしゃれな帽子や小物類が

たくさん飾ってあります。

「小さい頃から手仕事が好きで、高校の時お父さん

のズボンで洋服を作って、叱られたんですよ」と懐かし

そうに話してくれました。高校を卒業後、水戸の洋裁

学校に通い、先生の紹介で洋裁店に4年間勤務しまし

た。この時の経験が、その後仕事をする上で自信に

なっているそうです。

勝田に嫁いでから洋裁店を開きました。洋服を仕立

てた残り布でおしゃれな帽子を作りたいと、いろいろ

探して東京の「帽子の学校スタシャポー学院」を見つ

け、50歳の頃から習い始めました。勝田郡に近いので

電車で月2・3回東京へ、朝早く家を出て時には夜間

部を受講し夜遅くまで通いました。初等科から始まり

高等科、実技・筆記試験を経て「手縫い帽子」の講師

資格を取得するのに、10年かかりました。「ここまで続

けられたのは主人の協力のおかげと、感謝していま

す」と仲日さん。

今では、月2回「水戸エクセルカルチャー」で手縫い

帽子教室を開いています。そして、家でも月2回教えて

いるそうです。生徒は60歳過ぎの人が多く、中には80

過ぎの人もいるとか。「好きなことはいくつになっても

できますよ」との言葉が心に残りました。「自分ではあ

まりかぶらないけれど自分でデザインを考えて帽子

を作るのが楽しい！」と、少女のような笑顔で語る

＿」馳瓜記帳筆豊新校章－
勝倉小学校

平成28年4月から子供たちは、校舎改築のた

めプレハブ校舎で生活をしてきました。初めは、

廊下や2階の大きく響く音に驚いていました。し

かし、慣れるに従って全学年が同じ棟に入って、ガ

ラス張りの見通しのよい教室ということから、児

童同士がとても仲良くなったと感じます。

そんなプレハブ校舎とも1学期でお別れをし

て、2学期からは新校舎での生活が始まります。

1・2・3年生は、プレハブ以外の初めての校舎とな

ります。そして、今まではプレハブ校舎によって分

割されていた運動場が一面となり、広く使えるよ

うになります。新しい環境のもと、全児童が元気

に楽しい学校生活を送って欲しいと思います。

メンバーが描いた
作業後の様子

お手玉コルフの競技説明

地域のわだい
．自治会免I血免取出組金1
東中根団地自治会長　伊野昂

コンピューターやインターネットによ

り、私たちの生活や仕事・社会は大きく変

化しました。スマホやパソコンにより、必

要な情報がすぐに得られ、また、欲しいも

のが明日には届くという世の中になりまし

た。インターネットを身近な存在にしてい

るのがパソコンですが、パソコンを活用す

るにはかなりの技術が必要です。

そこで当自治会では、什技術に卓越した

篤志家により、初心者向けにパソコン教

室を数十年にわたり開催しています。それ

により時代に即した便利な生活を享受し

ています。

一日指鮎連覇払ヨ＝此地、
西中根自治金

一中地区で初めてヘルスバレーボール大会が行われ

たのは、平成23年度。西中裾では、平成25年に子ども

会役員だったお父さんが、仲間に声を掛けてヘルスバ

レーボールチームを立ち上げました。言葉の響きがい

いのと、一獲千金を夢見て「コールドラ、ソシュ」という

名前をつけました。

結成2年目で3位、3年目で初優勝。それから平成

28．29年と3連覇しています。初優勝した頃は、夕飯

を食べてから子供たちも連れて遇3国練習。親子で夢

中で取り組みました。現在は、22～53歳の男女合わせ

て16人。市内でバレーボール少年団のコーチをしてい

る木村康キャプテンを中心に、週2回練習。今年度も

優勝することを目指しています。

ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
へ
の
道
程

笹
野
自
治
会黒
澤
　
福
薫

閃
歳
に
近
く
な
っ
て
、
何

か
気
楽
に
楽
し
め
る
楽
器
に

挑
戦
し
た
い
と
探
し
、
新
聞

広
告
で
　
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
講

座
」
を
見
つ
け
た
。
さ
っ
そ

く
申
し
込
む
と
、
テ
キ
ス

ト
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
4
本
・
C

D
等
が
届
い
た
。
練
習
を
開

始
。
先
ず
テ
キ
ス
ト
に
従
い

入
門
コ
ー
ス
か
ら
。
吹
い
て

吸
っ
て
の
呼
吸
の
練
習
。
楽

譜
は
ド
レ
ミ
が
1
2
3
・
の

数
字
譜
だ
。
や
さ
し
い
童
謡

か
ら
の
練
習
で
課
題
曲
が
あ

り
、
こ
れ
を
テ
ー
プ
に
録
音

し
て
郵
送
。
約
1
ケ
月
後
、

先
生
の
評
価
が
メ
モ
と
音
声

で
戻
っ
て
く
る
。
こ
れ
を
繰

り
返
し
っ
つ
難
し
い
曲
や
各

種
の
演
奏
法
に
進
む
。
奥
が

し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

深
い
。
1
0
国
ほ
ど
指
導
を
受

け
、
一
年
半
か
か
り
「
修
了

証
」
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の

頃
、
長
女
の
結
婚
式
が
あ
り

「
瀬
戸
の
花
嫁
」
　
を
吹
い

た
。
し
か
し
、
か
な
り
難
し

い
奏
法
が
あ
っ
た
の
で
水
戸

市
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
教
室
に
入

会
。
先
生
の
指
導
を
受
け
、

直
ち
に
覚
え
た
。

そ
の
後
、
同
好
の
士
と
共

に
県
・
市
内
で
発
表
会
に
参

加
。
ま
た
、
一
中
地
区
民
生

員
の
子
育
て
支
援
や
老
人
施

設
な
ど
で
、
し
ば
し
ば
演
奏

花
咲
く
メ
ル
ヘ
ン
の
駅

三
反
田
自
治
会

雲
類
鷲
　
馨

ひ
た
ち
な
か
海
浜
鉄
道
の

中
根
駅
で
、
仲
間
た
ち
と
花

植
え
・
清
掃
を
行
っ
て
い
ま

す
。
「
森
と
田
ん
ぼ
に
囲
ま
れ

て
笑
顔
花
咲
く
秘
境
の
即
」

と
、
新
聞
テ
レ
ビ
等
で
報
道

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
定
例
参
加
者

約
2
0
人
で
、
三
反
田
小
学
校

と
の
合
同
作
業
日
に
は
5
0
人

以
上
と
な
り
ま
す
。
三
反

田
・
中
根
・
柳
沢
・
美
田

多
・
相
金
・
武
田
・
佐
和
・

水
戸
か
ら
参
加
す
る
人
も
い

て
賑
や
か
で
す
。
金
上
大
平

睦
会
や
地
域
の
菊
花
会
か
ら

花
苗
、
農
家
か
ら
は
イ
チ

コ
・
ナ
ス
な
ど
の
苗
の
提
供

も
あ
り
ま
す
。
「
孫
が
花
を

植
え
る
の
で
見
に
来
た
よ
」

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
・
・

と
言
う
お
じ
い
さ
ん
、
「
私

た
ち
は
こ
の
花
が
好
き
な
の

で
、
植
え
に
来
た
よ
」
と
言

う
奥
さ
ん
た
ち
。

駅
に
続
く
森
の
小
径
は
、

夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か
い
の

で
、
遠
方
か
ら
車
で
来
て
散

歩
す
る
人
た
ち
も
い
ま
す
。

虎
塚
古
墳
や
那
珂
川
近
辺
の

散
歩
コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。
花
と
緑
と
集
ま
る
人

た
ち
で
賑
や
か
な
百
色
の

駅
、
憩
い
の
駅
に
な
る
よ
う

に
、
か
わ
い
い
メ
ル
ヘ
ン
ベ
ン

チ
や
切
り
株
イ
ス
も
備
え
て

あ
り
ま
す
。
作
業
後
に
、
こ

の
ベ
ン
チ
に
集
ま
っ
て
み
ん

な
で
飲
む
お
茶
が
、
こ
れ
ま

た
格
別
。
来
た
ら
よ
か
っ
ぺ
。

5
月
1
9
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
で
4
8
人
が
参
加
し
て
実
践

部
委
員
会
交
流
会
が
行
わ
れ

た
。
各
部
会
か
ら
6
人
が
参

加
し
て
8
つ
の
チ
ー
ム
に
分

か
れ
、
輪
投
げ
と
お
手
玉
コ

ル
フ
で
点
数
を
競
っ
た
。

い
つ
も
活
動
し
て
い
る
メ

ン
バ
ー
と
違
う
チ
ー
ム
で
協

力
し
合
い
、
年
齢
を
忘
れ
て

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
。
一
中

地
区
ふ
れ
あ
い
を
広
め
る
会

の
会
員
と
し
て
、
コ
ミ
セ
ン

活
動
で
協
力
し
合
え
る
よ
う

に
、
交
流
を
深
め
た
。
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水戸飛行学校航空写真（勝田市史より）

私
の
少
年
時
代

中
根
自
治
会
　
平
沢
　
猛
　
（
8
8
）

昭
和
4
年
生
ま
れ
の
私
は
高
等
尋
常
小
学
校
を
卒
業
後
、
現
在

ひ
た
ち
な
か
海
浜
公
園
と
な
っ
て
い
る
水
戸
陸
軍
飛
行
学
校
・
射

爆
撃
場
に
、
整
備
士
（
軍
属
）
と
し
て
働
き
始
め
ま
し
た
。
こ
こ

に
は
一
式
戦
闘
機
の
隼
（
は
や
ぶ
さ
）
　
二
一
式
　
鍾
鳩
（
し
ょ
う

き
）
　
二
二
式
　
飛
燕
（
ひ
え
ん
）
　
二
四
式
　
疾
風
（
は
や
て
）
が
配

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
飛
行
機
の
構
造
や
整
備
の
教
育
を
受
け
て

「
お
国
の
た
め
」
と
励
ん
で
い
ま
し
た
。
特
攻
隊
と
し
て
鹿
児
島
知

覧
飛
行
場
へ
飛
び
立
つ
飛
行
機
と
飛
行
士
を
、
数
多
く
見
送
り
ま
し

た
。
そ
の
飛
行
士
は
2
0
歳
前
後
の
若
者
た
ち
で
、
行
く
前
に
必
ず

「
航
空
元
気
食
」
と
言
う
料
理
が
出
さ
れ
、
こ
れ
が
「
暗
黙
の
了
解

の
お
別
れ
会
」
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

昭
和
1
9
年
、
1
5
歳
の
時
に
特
別
幹
部
候
補
生
の
募
集
が
あ
っ
た

の
で
応
募
し
ま
し
た
。
水
戸
に
あ
っ
た
農
学
校
で
試
験
が
あ
り
、

面
接
官
だ
っ
た
の
が
奇
し
く
も
中
根
の
安
′
敬
三
さ
ん
（
戦
後
、

勝
田
市
教
育
委
員
長
）
　
で
し
た
。
「
戦
地
に
行
く
の
を
急
ぐ

な
！
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
今
元
気
で
い
ら
れ

る
の
も
、
敬
三
さ
ん
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

昭
和
2
0
年
1
月
4
日
の
飛
行
場
を
襲
っ
た
空
襲
は
、
午
前
8
時

前
に
非
常
警
報
が
鳴
っ
て
、
2
0
0
機
の
グ
ラ
マ
ン
・
カ
ー
チ
ス

戦
闘
機
が
空
を
覆
い
つ
く
す
か
と
思
う
ほ
ど
、
日
立
方
面
か
ら
飛

行
場
め
が
け
て
飛
ん
で
き
ま
し
た
。
整
備
さ
れ
並
ん
で
い
た
戦
闘

機
3
0
～
4
0
機
は
、
一
斉
射
撃
を
受
け
飛
び
立
つ
前
か
、
飛
び
立
っ

て
も
直
ぐ
に
撃
ち
落
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
米
軍
戦
闘
機
の
乗

組
員
の
顔
も
は
っ
き
り
と
確
認
で
き
る
近
さ
で
迫
っ
て
い
ま
し

た
。
私
は
九
死
に
一
生
を
得
ま
し
た
が
、
小
隊
長
は
目
の
前
で
、

ロ
ケ
ッ
ト
砲
が
直
撃
し
て
頭
が
飛
び
散
り
ま
し
た
。
1
月
2
0
日
に

2
回
目
の
空
襲
が
あ
り
、
本
隊
は

群
馬
県
に
移
動
。
私
も
移
り
、
群

馬
県
に
あ
っ
た
新
田
飛
行
場
の
裏

山
で
飛
行
機
を
格
納
す
る
た
め
の

壕
を
掘
っ
て
い
た
時
に
、
終
戦
と
な

り
ま
し
た
。

（
平
沢
さ
ん
は
、
物
資
の
な
い
時
エ
タ

ノ
ー
ル
を
飲
ん
だ
ほ
ど
お
酒
が
好
き
で
、

今
一
番
の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。
そ
う
語

る
お
顔
は
、
戦
争
の
思
い
出
を
話
し
て
い

た
時
と
違
い
、
と
っ
て
も
穏
や
か
な
優
し

い
表
情
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
）

安
全
防
災
部
会

6
月
2
1
日
、
2
7
人
が
参
加
し
て

千
葉
県
西
部
防
炎
セ
ン
タ
ー
で
、

視
察
研
修
を
行
っ
た
。
こ
こ
は
無

料
の
防
災
体
験
学
習
施
設
で
、
県

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
て

い
る
。
非
常
連
絡
方
法
や
、
消
化

器
・
地
震
・
煙
避
難
な
ど
の
模
擬
体

験
を
行
い
、
研
修
し
た
。

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発

生
し
て
い
る
た
め
被
害
を
軽
減
で

き
る
よ
う
、
日
頃
よ
り
備
え
る
こ

と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
た
。

文
化
部
会

6
月
8
日
、
3
3
人
が
参
加
し

て
移
動
研
修
会
を
行
っ
た
。

福
島
県
喜
多
方
市
に
あ
る
、
ひ

め
さ
ゆ
り
の
丘
・
ほ
ま
れ
酒
造
庭

園
を
見
学
。
昼
は
、
喜
多
方
ラ
ー

メ
ン
発
祥
の
店
「
源
来
軒
」
で
元

祖
ラ
ー
メ
ン
と
餃
子
を
味
わ
っ

た
。
バ
ス
の
中
で
は
、
ギ
タ
ー
に
合

わ
せ
歌
を
歌
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
親
睦

を
深
め
た
。

体
育
部
会

■
第
4
2
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

4
月
2
2
日
、
8
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
那
珂
湊
運
動
公
園
で
開
催
。

優
勝
　
勝
田
新
前
南

二
位
　
中
根
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

三
位
　
富
士
山
ス
ト
ロ
ン
グ

■
第
1
5
回
三
世
代
交
流
レ
ク
大
会

6
月
3
日
、
2
3
5
人
が
参
加

し
て
石
川
運
動
広
場
で
開
催
。

【
輪
投
げ
の
部
】

団
体
優
勝
　
薬
師
台
多
宝
会
A

二
位
　
富
士
山
A

三
位
　
」
ハ
美
会
A
（
西
中
根
）

個
人
優
勝
　
菊
池
信
子
（
薬
師
台
）

二
位
　
飯
村
ゆ
き
子
（
中
根
）

三
位
　
佐
野
　
好
（
薬
師
台
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
の
部
】

団
体
優
勝
　
富
士
山
グ
一
フ
ン
ド
シ
ニ
ア

二
位
　
三
反
田
A

三
位
　
大
平
睦
会
B

個
人
優
勝
　
植
野
昭
男
（
大
成
呵
）

二
位
　
蓮
田
は
る
え
（
富
士
山
）

三
位
　
緑
川
み
ね
子
（
金
上
）

【
ペ
タ
ン
ク
の
部
】

優
　
　
勝
　
中
根
A

二
位
　
中
根
B

三
位
　
中
根
D

青
少
年
部
会

5
月
1
6
日
、
地
区
内
の
小
中
高

の
校
長
先
生
な
ど
部
会
員
5
4
人
が

出
席
し
て
『
笑
顔
い
っ
ぱ
い
み
ん
な

で
育
て
る
地
域
の
宝
』
を
目
標
に

総
会
を
開
催
し
た
。
今
年
度
も
従

来
ど
お
り
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
教
室
も
ち
つ
き
と
ま
ゆ
玉

か
ざ
り
・
親
子
ふ
れ
あ
い
ス
キ
ー
」

の
ほ
か
、
昨
年
度
新
事
業
で
好
評

だ
っ
た
「
親
子
わ
く
わ
く
体
験
事

業
」
が
採
択
さ
れ
、
議
決
し
た
。

福
祉
部
会

7
月
8
日
、
各
自
治
会
や
実
践

部
会
か
ら
6
0
人
が
参
加
し
て
、
今

年
度
の
新
た
な
事
業
と
し
て
薬
物

乱
用
防
止
講
演
会
「
薬
物
乱
用
の

恐
ろ
し
さ
」
を
開
催
し
た
。
薬
物

乱
用
防
止
指
導
員
・
ひ
た
ち
な
か

地
区
協
議
会
長
か
ら
「
地
域
の
薬

物
案
件
の
実
態
等
に
つ
い
て
」
の

講
義
、
潮
騒
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
の
体
験

談
を
聞
い
た
。

今
後
も
「
タ
メ
。
ゼ
ツ
タ

イ
。
」
普
及
運
動
を
啓
発
す
る
活

動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

義

5
月
3
1
日
、
1
6
人
の
参
加
に

よ
り
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

日
的
地
の
大
田
原
市
黒
羽
に
向

か
う
バ
ス
の
中
で
、
写
真
撮
影

の
基
礎
に
つ
い
て
、
講
義
や
心

掛
け
て
い
る
事
な
ど
の
発
表
が

あ
り
、
黒
羽
城
址
公
園
や
雲
巌

寺
に
お
い
て
の
写
真
撮
影
に
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
活
動

や
身
近
な
話
題
を
掲
載
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
是
非
、
情

報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
広
報
委
員

委
員
長
　
横
山
恵
美
子

副
委
員
長
　
有
賀
正
記

副
委
員
長
　
伊
藤
昇

菊
地
恵
子
　
荒
木
と
も
子

吉
木
一
美
　
馬
場
丈
夫

磯
　
春
雄
　
近
藤
保
夫

小
坪
三
千
代

◎
モ
ニ
タ
ー

大
関
清
見
　
蔀
憎
朗


